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    サービスのご利用にあたって 

iDCホスティングサービスをご利用の場合には、インターネット接続環境が必要です。 

インターネット接続プロバイダ（NTT、KDDI、YahooBB、QTnet）やインターネット回線 

（フレッツ光、BBIQ、ケーブルテレビ）等に関してはどちらのサービスをご利用いただいても

構いません。 

インターネット接続環境の構築支援をご要望の場合は、弊社担当セールスまでご相談ください。 

 

 

iDCでは、専任スタッフによる監視体制のもと運営を行っております。 

定期的な稼動状況チェックとあわせて、エラー発生時には専任スタッフへ自動通知が行われ、 

ハード面及びソフト面での障害にも万が一に備えて対策を施しております。 

データセンターサービスをご利用のお客様に、安心してご利用いただけるよう、インターネット 

接続環境含めたネットワーク構築、メーラーの設定、その他セキュリティ対策等、弊社スタッフで 

対応可能な体制を整えております。 

ご要望の場合は弊社担当セールスまでご相談ください。 

 

 

トータルマネジメントのビジネスパートナーとして地場企業のICT化促進に役立てるよう、弊社では2000年にイシマル

データセンター（iDC）を設立運営し、サーバシステムは全て自社で構築を行って参りました。お陰様で、ホスティング

利用ユーザ数は500を超え、各種ASPサービスもご利用いただいています。 

弊社といたしましては、これまで培った運用ノウハウや技術を活かし、お客様にとって、より安心してご利用いただけ

るICTサービスのご提供を目指し、更に安定したシステム構築と運用を強化して参ります。 

お客様の強力なビジネスパートナーとして、弊社 iDCホスティングサービスをご活用いただければ幸いです。 

サービスをご利用になる前に ～インターネット接続環境の準備～ 

ユーザサポート体制 

 

 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスティングサービス 
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    ホスティングサービス 

 

iDCホスティングサービスは、お客様の独自ドメイン名でメールやホームページを運用できるサービスです。 

お客様の管理負担も少なく、サーバやシステムの導入・運用コストを抑えられます。また障害対策やセキュリティ対策もお任せで

きるため、専門知識も不要で、安心してご利用いただけます。 

 

！こんなお客様におすすめです！ 

●初期・運用コストを抑えたい 

●サーバやシステムの管理負担を減らしたい 

●手軽にサービスを活用したい 

●セキュリティに不安がある 

●迷惑メールに困っている 

●自社の独自ドメイン名でメールやホームページを 

 運用したい 

●WordPressを活用し、自分たちでホームページを 

 作りたい 

●ECサイト/オンラインショップを開設したい 

 

 

プラン Web・メール 

 

対象 

 Light  Web 100MB ・メール 10アドレス 小規模向け 

Middle Web 200MB ・メール 30アドレス WordPress シンプル向け 

Standard Web 500MB ・メール 50アドレス WordPress デザイン重視 

Super Web 1GB  ・メール 100アドレス 大規模向け 

 

 

独自ドメイン名取得 

ご希望の独自ドメ

イン名を取得しま

す。 

 

メール 

メールの管理はお任せ。安心して利用できます。 

転送設定などお客様が管理することも可能です。 

     

ホームページ 

WordPress構築、Webサイト制作などを 

お受けいたします。 

ECサイトやオンラインショップ 

も承ります。 

 

メールセキュリティ 

メールボックスに届く前に迷惑メール

をブロックし、マルウェアの駆除を行い

ます。 

お客様側での設定は必要ありません。 

Web セキュリティ 

Web サイトには必須となった SSL 証

明書の取得設置や、セキュリティ診断、

WAFの設置、管理を行います。 

 

 

ASP サービス 

Web請求書発行サービス、メール

配信サービス、大容量ファイル送

信サービスをご利用いただけま

す。 

 

 

.co.jp

.or.jp

.jp

.com

.org
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ブランド力を高める、あなただけのドメイン 

独自ドメイン名は、あなたのビジネスが信頼できる専門家であることを示す

証です。ビジネスの信頼性と専門性を高め、お客様に安心感を与えます。 

独自ドメイン名はプロバイダに依存しませんので、もしプロバイダを変更し

ても、メールアドレスやホームページアドレスは継続して運用できます。ま

た会社のインターネット屋号として継続的・半永久的に運用できることから、

信頼性がアップすると同時に、SEO（検索エンジン最適化）にも効果的です。 

自社名や商品名など、わかりやすく短い名前での独自ドメイン名の取得は、サイトの運営やメールのやりとりなどで効果的な運用

を可能にします。 

独自ドメイン名は世界唯一の名称のため、取得は早い者勝ちとなり、同じ名称を2つ取得することができません。希望のドメイン名

の取得は弊社が全面的にサポートします。 

 

《独自ドメイン名の種類》 

属性ドメイン 1つの組織で 1つのドメイン名が取得できます。 

日本国内に住所を持つ組織・個人・団体が対象です。 

  .co.jp 日本国内で登記を行っている会社（株式会社、有限会社、合名会社、合資会社、相互会社など） 

 .or.jp 

 

 

Middle 

一般社団法人、一般財団法人（財団法人、社団法人、医療法人、宗教法人、協同組合など） 

  .ac.jp 高等教育機関、学術研究機関など（大学、大学校、高等専門学校、大学共同利用機関など） 

  .ed.jp 初等中等教育機関および18歳未満を対象とした教育機関 

（保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校など） 

  .gr.jp 個人や法人により構成される任意団体 

 .ne.jp ネットワークサービス事業者 

 

汎用ドメイン 取得数に制限はありません。 

日本国内に住所を持つ組織・個人・団体が対象です。 

  .jp 日本国内に住所を持つ組織・個人・団体 

  

gTLD 取得数に制限はありません。 

世界中の組織・個人・団体が対象です。 

  .com 商業組織用 

 .org 

 

 

Middle 

非営利組織用 

 .net ネットワーク用 

.biz ビジネス用 

.info 誰でも利用可 

 

 

 独自ドメイン名取得 

.co.jp

.or.jp

.jp

.com

.org
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ホームページの存在と活用は、現代のビジネス戦略において重要な要素の一つです。 

 

１． オンラインプレゼンスの確立 

２． 情報発信と顧客対話 

３． ビジネスの信頼性向上 

 

ホームページは企業のオンラインプレゼンスやビジネス成果において重要な要素となります。適切なデザイン、情報の充実、顧客

対話の促進などを通じて、ホームページを効果的に活用できます。 

お客様のビジネスの成長と成功に向けたWebの活用をサポートいたしますので、お気軽にご相談ください。 

 

 

 

ECサイトは、企業にとって非常に重要な役割を果たすオンライン販売プラットフォームです。 

 

1. グローバルな市場への展開 

2. 時間的制約からの解放と柔軟な利便性 

3. コスト効率の向上 

4. ターゲットマーケットへの的確なアプローチ 

 

ECサイトの活用により、ビジネスの拡大と利益の最大化を図ることができます。顧客へのアクセス拡大、販売の効率化、コスト削

減、マーケティング戦略の最適化など、様々なメリットがあります。 

 ホームページ 
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《SSL 証明書》 

SSL対応していないホームページにアクセスすると、「安全な接続をサポートしていません」と表示

されるようになりました。 

ビジネスでも採用活動でも必ず確認されるホームページにSSL証明書は不可欠といっても過言では

ありません。 

SSL証明書は通信の暗号化だけではなく、ホームページの真正性を保証します。 

SSL証明書の取得・設置・更新はイシマルへお任せください。 

 

 

《診断：SiteLock on iDC》 

近年、サイバー攻撃は増加傾向にあり、その対象は大企業から関連企業、取引先を含めた中小企業

に広がっています。 

SSL証明書だけではホームページの改ざんや情報漏洩、大量アクセスにより閲覧できなくするよう

なサイバー攻撃は防ぐことができません。 

 

ホームページの 93％が脆弱性を抱えているという調査結果があります（注釈１）。特にWordPress

は高い普及率がゆえに脆弱性を狙われやすいです。お客様のホームページがどんな状態にあるのか

診断するツールをご用意しています。 

 

 

《防御：WAF on iDC》 

SSL証明書やネットワークファイアウォール、IPS/IDSで防ぐことのできないサイバー攻撃からホームページを守るためにはWAF

（Webアプリケーションファイアウォール）が効果的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《調査：ZerpDarkweb on iDC》 

機密情報やアカウント情報が漏洩した場合、通常では検索できないダークウェブで闇取引されます。 

ダークウェブ上に流出した IPアドレス、文書、ハッキングデバイス情報の調査を行い、レポートを提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Webセキュリティ 

ファイア
ウォール

IPS/
IDS

通常のアクセス

WAF
Webサイトへの
サイバー攻撃

サーバへの攻撃

ネットワーク
への攻撃

ネットワークファイアウォールはネットワーク攻撃を遮断する装置またはソフトウェア
IPS/IDSはネットワークやサーバへの不正アクセスを検知し防御するシステム

Webサイト
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メールはホームページと並んで、ビジネス上欠かせないツールです。 

イシマルデータセンターでは専用のメールサーバをご用意。SSL証明書設置済みのため、通信は暗号化されており安全です。 

メールの管理はイシマルにお任せ。お客様ご自身で設定できる管理画面もご用意しています。 

 

 

 

一方で迷惑メールは急増し、収まる気配はありません。サイバー攻撃の約 40％がメールによるものという統計もあります（注釈２）。

受信トレイに溢れる迷惑メールを選別し削除する手間を減らし、詐欺被害や情報漏洩のリスクを減らすためには、メールボックス

に届く前にクラウドでブロックするゲートウェイ型セキュリティサービスが有効です。 

 

１．不正メールを検出・ブロック 

 メールサーバに届く前に不正メールを検出、メールを利用した侵入や攻撃をブロックします。メールサーバには検査済みの 

メールだけが配信されます。 

２．ビジネスメール詐欺対策 

 従来のパターン検索だけでなく、機械学習や AI検索など高度な検索を多層的に用いて不正なファイルや URLを検出します。 

 ニセ請求書やフィッシングなど、「なりすまし」メールもブロックします。 

３．管理不要 

 PCにソフトウェアをインストールしないので、管理不要です。 

 隔離されたメールがあるときはメールで通知、必要なメールが隔離されたときは iDCから配信します。 

 

 メール・メールセキュリティ 

iDC メールサーバ
Trend Micro 
Email Security

ご利用者様PC

検査済み
メール配信

不正メール
検出・隔離 通知
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ASPサービスは SaaSとも呼ばれ、インターネット経由で特定の機能を利用できるサービスです。 

パソコンやサーバにインストールする必要がないため管理が不要で、コストも抑えられます。 

ブラウザで接続するだけなので、申し込めばすぐに利用できるのも魅力です。 

 

 

 

《Web 請求書 発行サービス ～i-Nes～》 

イシマルはデジタルインボイス推進協議会(EIPA)会員です 

「Web 請求書発行」のサービスがたくさんある中で イシマル 独自で開発！ 

イシマルが『フルサポート』できる画期的な DX ツールとしてリリースします！ 

 

請求書発行業務は、従来、請求書の印刷、封緘、発送と人手を要し、印刷コスト、郵送コストもかかるため、デジタル化すること

で発行側の業務効率が大きくアップします。 

当サービスでは請求書イメージをメールで送付する機能をご提供します。 

セカンドリリースでは、デジタルデータの発行も行います。本機能により受け取り側企業（お客様のお客様（お取引先様））も仕入

れ業務効率化が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASP サービス 
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《メール配信サービス ～ブラストメール～》 

サイバー攻撃や迷惑メールが急増する中、安全で確実にメールを配信するためには専用サービスのご利用がベストです。 

ここがポイント！ 

⚫ シンプルで使いやすい設計、はじめてでも安心！ 

⚫ メール配信まで 3 ステップ、誰でも簡単にメール配信ができる！ 

⚫ 到達率を確認、配信できなかった宛先は対象から自動で削除されるので管理不要！ 

⚫ マーケティングにも役立つ、開封率だけでなく閲覧データをもとに配信効果を継続的に改善！ 

 

 

ASP サービス 
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《大容量ファイル送信サービス ～Cycle #1～》 

脱 PPAP、進んでいますか？ 

メールに添付するファイルを暗号化し、別メールで解凍パスワードを送る「PPAP」のリスクは、2020年以降広く知られるように

なりました。まず ZIPの暗号化強度がそれほど高くないため、比較的短時間で解読されてしまいます。また暗号化されたファイル

はほとんどのウィルスチェックの対象外です。Gmail は暗号化された添付ファイルがあると警告を出すようになりました。何より

「PPAP」はメールを送る側も受け取る側も手間がかかります。 

脱 PPAP を実現するためのソリューションは、世の中に数多く存在します。代表的なものはクラウドストレージなどの「ファイル

共有サービス」ですが、無料サービスでは機能制限があり、有料サービスは高価なうえ運用管理が必要です。 

イシマルがご提供する「ファイル送信サービス Cycle #1」は、メールのように手軽に利用でき、運用管理も不要、誤送信のリス

クも減らせて、安心してご利用いただける「脱 PPAP」の最適解です。 

ここがポイント！ 

⚫ 送信先を管理者が登録、誤送信を防止！ 

⚫ 送信履歴が確認でき、誤送信ファイルも削除できる！ 

⚫ 保存期間経過後は自動でファイル削除、運用管理不要！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASP サービス 

 

 

管理者

利用者

Cycle #1

送信先

送信先リスト

送信履歴
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注釈１：WordPressで作成された中小企業・団体のホームページ 111サイトのうち、過去に脆弱性が報告されたプラグインを利用していた割合が

93％であった。 

大阪商工会議所・立命館大学「ホームページ脆弱性診断」調査結果 より 

注釈２：2024 年の日本国内で確認されたセキュリティインシデント 1,319 件のうち、メール誤送信およびマルウェア感染といったメール関連が

489件で、約 40％を占めていた。 

[2025年 3月公開]過去 3年分の国内セキュリティインシデント集計 | Digital Arts Security Reports｜デジタルアーツ株式会社より 

    独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）の調査では、2024年に発生した情報セキュリティ 10大脅威の 1位が、ランサム攻撃（重要 

データを人質とし身代金＝ランサムを要求する犯罪行為、メールで悪意のあるプログラムや添付ファイル、URLを送ってくることが多い）

による被害だったとしている。 

    情報セキュリティ 10大脅威 2025 | 情報セキュリティ | IPA 独立行政法人 情報処理推進機構 より 
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□長 崎 本 社：〒851-0134  長崎市田中町 587-1             Tel:095-834-0330 Fax:095-834-0331 

□佐世保支店：〒857-1162  佐世保市卸本町 8-2             Tel:0956-26-1400 Fax:0956-33-2328 

□島 原 支 店：〒855-0031  島原市前浜町甲 74-1            Tel:0957-63-0735 Fax:0957-64-4353 

□北九州支店：〒803-0814  北九州市小倉北区熊本 1 丁目 13-5       Tel:093-923-1400 Fax:093-923-1408 

□福 岡 支 店：〒812-0034  福岡市博多区下呉服町 1-1 日通ビル 3F  Tel:092-291-0140 Fax:092-291-0145 

2025.8.1 更新 

https://www.osaka.cci.or.jp/Chousa_Kenkyuu_Iken/press/20240130hp.pdf
https://www.daj.jp/security_reports/44/
https://www.ipa.go.jp/security/10threats/10threats2025.html

